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日
本
地
図
と
い
え
ば
、伊
能
忠
敬（
一
七
四
五

～
一
八
一
八
）
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
の

で
す
が
、
実
は
伊
能
図
は
江
戸
幕
府
に
よ
り
秘

蔵
さ
れ
、
江
戸
時
代
の
庶
民
の
目
に
触
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
伊
能
図
よ
り
も
四
十
二
年

前
（
一
七
七
九
）
に
製
作
さ
れ
た
長
久
保
赤
水

（
一
七
一
七
～
一
八
〇
一
）
の
赤
水
図
は
、
江

戸
時
代
末
期
ま
で
約
百
年
間
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

と
し
て
版
を
重
ね
ま
し
た
。
浦
賀
（
神
奈
川
県

横
須
賀
市
）
に
ペ
リ
ー
艦
隊
が
来
た
頃
も
、
庶

民
や
幕
末
の
志
士
た
ち
が
見
て
い
た
の
は
赤
水

図
だ
っ
た
の
で
す
。
松
下
村
塾
を
開
い
た
吉
田

松
陰
も
愛
用
し
て
い
た
事
が
、
故
郷
・
山
口
の

兄
へ
の
手
紙
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
は
伊
能
忠
敬
も
、
測
量
時
に
赤
水
図
を
携

帯
し
て
い
た
と
測
量
日
記
に
書
き
残
し
て
い
ま

す
。
明
治
維
新
に
突
き
進
む
志
士
た
ち
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
、
こ
の
赤
水
図
に
よ
り
醸
造
さ
れ
た

と
い
う
見
方
も
で
き
る
の
で
す
。

　

伊
能
図
と
の
比
較
で
興
味
深
い
点
は
ま
だ
あ

り
ま
す
。伊
能
図
は
全
国
の
拠
点
を
歩
い
た【
測

量
図
】
と
し
て
有
名
で
す
が
、
赤
水
図
は
多
く

の
情
報
を
収
集
し
て
比
較
検
証
を
重
ね
た
【
編

集
図
】
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
赤
水
は
三
十
五

歳
頃
か
ら
日
本
地
図
製
作
に
取
り
組
み
、
天
文

学
の
知
識
を
取
り
入
れ
、
二
十
余
年
の
歳
月
を

か
け
熟
考
に
熟
考
を
重
ね
、
日
本
で
初
め
て
経

緯
線
が
書
か
れ
た
日
本
地
図
と
し
て「
赤
水
図
」

を
刊
行
し
、
世
に
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
業
績
が
高
く
評
価
さ
れ
て
、

二
〇
二
〇
年
九
月
三
十
日
に
、
赤
水
の
関
係
資

料
六
九
三
点
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
重
要
文
化
財
指
定
に
伴
い
、

二
十
一
年
度
か
ら
帝
国
書
院
の
教
科
書
「
中
学

校
社
会
科
地
図
」
に
長
久
保
赤
水
の
名
前
と

『
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図
』（
通
称
・
赤
水
図
）

が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

伊能忠敬より四十二年も前に

日本地図を作った  長久保赤水
長久保赤水顕彰会会長　佐川　春久　　

赤水図原寸大レプリカ（両面刷り）～顕彰会で取扱中
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そ
の
内
容
は
、「
赤
水
図　

江
戸
時
代
に
長

久
保
赤
水
が
つ
く
っ
た
地
図
で
す
。
写
真
の
伊

能
図
よ
り
約
四
十
年
早
く
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

伊
能
図
は
幕
府
が
一
般
に
公
開
し
な
か
っ
た
た

め
、
一
般
の
人
は
こ
の
地
図
を
頼
り
に
し
ま
し

た
。」
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
年
度
か
ら
学
研
の
参
考
書
「
学
研

ニ
ュ
ー
コ
ー
ス
中
学
歴
史
」
に
も
、
長
久
保
赤

水
の
日
本
地
図
と
世
界
地
図
が
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。

　

長
久
保
赤
水
は
、
こ
の
日
本
地
図
だ
け
で
な

く
、
中
国
地
図
や
世
界
地
図
、
中
国
歴
史
地
図

帳
（
十
三
図
）、
朝
鮮
図
、
蝦
夷
之
図
な
ど
も

製
作
し
て
い
ま
す
。

　

六
十
一
歳
か
ら
水
戸
藩
六
代
藩
主
、
徳
川
治

保
公
の
侍
講
を
勤
め
ま
し
た
が
、
隠
居
格
と

な
っ
た
最
晩
年
に
は
、
二
代
藩
主
、
水
戸
光
圀

公
が
始
め
た
「
大
日
本
史
」
の
地
理
志
編
纂
に

従
事
す
る
よ
う
治
保
公
か
ら
の
特
命
を
受
け
ま

し
た
。
約
十
年
間
に
及
ん
だ
仕
事
を
赤
水
に
預

け
た
こ
と
は
、
藩
主
が
赤
水
を
手
放
し
た
く
な

か
っ
た
証
と
も
い
え
ま
す
。
そ
の
草
稿
原
稿
を

は
じ
め
紀
行
文
や
多
く
の
書
簡
・
書
籍
類
が
今

も
遺
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

常
陸
国
赤
浜
村
（
現
在
の
茨
城
県
高
萩
市
）

の
農
民
と
し
て
生
を
受
け
た
赤
水
は
、
勉
学
を

重
ね
て
水
戸
藩
第
六
代
藩
主
、
徳
川
治
保
公
の

侍
講
（
学
問
の
師
）
を
勤
め
ま
し
た
。
藩
主
に

学
問
を
教
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
水
戸
藩
へ
の

政
策
提
言
や
儒
学
者
・
天
文
学
者
・
地
理
学
者
・

農
政
学
者
と
し
て
も
幅
広
い
業
績
を
残
し
て
い

ま
す
。

　

地
図
製
作
で
一
貫
し
て
重
視
し
た
の
は
、
使

う
人
の
利
便
性
と
わ
か
り
や
す
さ
で
す
。
縦

八
四
・
六
㌢
、
横
一
二
八
・
八
㌢
の
赤
水
図
は
、

二
十
四
分
の
一
に
折
り
畳
め
ま
す
。
利
用
者
が

携
行
し
て
動
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の
で

す
。現
状
に
誤
り
を
見
つ
け
る
と
修
正
を
重
ね
、

正
し
い
情
報
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
努
力
も
重

ね
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
距
離
の
表
示
で
は
、
十
里
（
約
四
十

㌔
）
を
一
寸
（
約
三
㌢
）
で
表
し
ま
し
た
。
地

名
等
を
記
し
た
頭
の
一
文
字
目
が
そ
の
位
置
を

示
し
、
一
文
字
が
三
里
（
約
十
二
㌔
）
の
距
離

を
示
し
ま
し
た
。

　

一
般
庶
民
に
広
く
活
用
さ
れ
た
背
景
に
は
、

地
理
情
報
の
伝
達
に
創
意
工
夫
し
た
赤
水
の
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
が
あ
り
、
こ
れ
は
今
後
、
大
い
に

評
価
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

赤
水
図
世
界
に
広
が
る

　
　
　

六
カ
国
で
四
十
四
枚
を
大
切
に
保
管

　

長
久
保
赤
水
の『
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図
』

（
通
称
・
赤
水
図
）
は
、
す
で
に
、
世
界
六
カ

国
で
四
十
四
枚
が
有
名
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
で

大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
事
が
東
大
の
馬
場
章

元
教
授
の
調
査
で
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

赤
水
が
生
ま
れ
育
っ
た
赤
浜
（
高
萩
市
）
の

地
で
二
十
余
年
の
歳
月
を
か
け
て
製
作
さ
れ
た

日
本
地
図
が
世
界
各
地
で
江
戸
時
代
の
日
本
を

知
る
貴
重
な
情
報
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
証

で
す
。

　

世
界
に
広
が
っ
た
赤
水
図
を
最
初
に
確
認
し

て
公
表
し
た
馬
場
章
元
教
授
（
ひ
た
ち
な
か
出

身
）
は
、
こ
う
強
調
し
ま
す
。「
日
本
が
国
を

閉
ざ
し
て
い
た
江
戸
時
代
に
、
赤
水
の
地
図
が

世
界
中
で
高
い
評
価
を
受
け
た
事
実
を
忘
れ
て

は
い
け
な
い
。
世
界
に
通
用
す
る
業
績
を
残
し

た
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
、
赤
水
は
江
戸
時

代
の
国
際
人
で
し
た
」

　

さ
ら
に
、
馬
場
さ
ん
は
、「
日
本
で
は
水
戸

光
圀
は
、
と
て
も
有
名
で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
彼
の
名
が
周
知
さ
れ
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
長
久
保
赤
水
の
名
は
、
海
外
の

書
物
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
事

か
ら
も
、
今
一
度
、
赤
水
の
国
際
人
と
し
て
の

業
績
を
考
え
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

と
言
葉
を
重
ね
ま
し
た
。

　

馬
場
さ
ん
の
調
査
な
ど
に
よ
り
明
ら
か
に

な
っ
た
海
外
の
赤
水
図
を
、
枚
数
の
多
い
順
に

紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
十
四
枚
、
ア

メ
リ
カ
十
枚
、
カ
ナ
ダ
八
枚
、
フ
ラ
ン
ス
七
枚
、

イ
ギ
リ
ス
三
枚
、
ド
イ
ツ
二
枚
で
す
。

　

ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
立
民
俗
学
博
物
館
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で
の
一
枚
が
馬
場
さ
ん
の
最
初
の
発
見
で
し

た
。
ま
た
、
同
じ
く
ド
イ
ツ
・
ル
ー
ル
大
の
も

の
は
、
地
図
で
は
な
く
シ
ー
ボ
ル
ト
が
赤
水
図

か
ら
作
り
、
郭
成
章
に
書
か
せ
た
手
書
き
の
地

名
辞
典
『
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図
抄
録
』
と

い
い
ま
す
。
ル
ー
ル
大
の
保
管
状
況
か
ら
、
赤

水
図
が
地
理
・
地
図
情
報
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

日
本
の
地
名
情
報
を
理
解
す
る
上
で
も
使
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

赤
水
図
の
地
名
な
ど
の
情
報
数
は
初
版
で
約

四
千
二
百
、二
版
で
は
約
六
千
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
近
年
、
ロ
シ
ア
で
も
赤
水
図
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
特
使
の
レ
ザ
ノ

フ
が
日
本
滞
在
中
に
入
手
し
て
持
ち
帰
り
、

一
八
〇
九
年
と
翌
一
〇
年
に
ロ
シ
ア
語
訳
の
赤

水
図
と
し
て
、ロ
シ
ア
で
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
久
保
赤
水
顕
彰
会
の
活
動
に
つ
い
て

　

長
久
保
赤
水
顕
彰
会
は
、
平
成
四
年

（
一
九
九
二
）
十
一
月
六
日
の
赤
水
先
生
の
誕

生
日
（
生
誕
二
七
五
年
）
に
、
一
二
一
名
の
会

員
の
参
加
の
も
と
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
奇
し

く
も
二
〇
二
二
年
十
一
月
六
日
に
設
立
三
十
周

年
を
迎
え
ま
す
。
令
和
三
年
十
二
月
末
現
在
の

会
員
数
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
県
ま
で
七
七
六
名

に
増
え
ま
し
た
。

　

発
足
当
初
か
ら
会
報
『
飛
耳
長
目
』
の
発
行

や
資
料
収
集
、
講
演
会
、
研
修
視
察
な
ど
を
含

む
顕
彰
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
初
代
大

﨑
宥
一
会
長
、二
代
目
若
松
健
一
会
長
に
続
き
、

三
代
目
の
会
長
を
平
成
二
十
四
年（
二
〇
一
二
）

か
ら
、
私
が
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
十
一
月
三
日

に
は
、
長
久
保
赤
水
先
生
銅
像
建
立
実
行
委
員

会
（
故
皆
川
敏
夫
委
員
長
）
に
協
力
し
て
、
Ｊ

Ｒ
高
萩
駅
前
に
赤
水
先
生
の
銅
像
並
び
に
陶
板

（
信
楽
焼
）
の
日
本
地
図
と
関
東
地
方
の
拡
大

地
図
を
設
置
し
ま
し
た
。
二
〇
一
七
年
の
生
誕

三
〇
〇
年
の
五
年
前
で
し
た
。

　

翌
年
に
は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
長

久
保
赤
水
の
お
墓
の
整
備
を
行
い
、
そ
の
後
、

遺
さ
れ
た
書
簡
（
手
紙
）
集
の
現
代
語
訳
や
マ

ン
ガ
・
絵
本
な
ど
に
よ
り
赤
水
先
生
の
偉
大
な

業
績
を
広
く
、
わ
か
り
や
す
く
発
信
し
て
参
り

ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
、
赤
水
の

　
　

業
績
を
英
語
訳
し
て
世
界
中
に
情
報
発
信

　

二
〇
一
六
年
の
あ
る
日
、
長
久
保
赤
水
顕
彰

会
顧
問
の
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
の
馬
場

章
教
授
（
当
時
）
か
ら
二
つ
の
ご
教
授
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
「
顕
彰
会
の
活
動
を
地
元
の
高
萩
市
や
茨
城

県
だ
け
の
狭
い
範
囲
で
行
う
の
で
は
な
く
、
赤

水
先
生
の
業
績
は
世
界
で
認
め
ら
れ
て
い
る
の

で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
そ
の
業
績
を

世
界
中
に
発
信
し
た
方
が
良
い
。
ま
た
、
マ
ン

ガ
の
本
を
出
す
の
で
あ
れ
ば
、
国
内
の
若
者
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
懸
賞
金
を
か
け
て
Ｐ
Ｒ
し
た
ら

ど
う
か
」
と
ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
長
久
保
赤
水
（
一
七
一
七
～

一
八
〇
一
）
の
生
誕
三
〇
〇
年
に
当
た
る

二
〇
一
七
年
一
月
か
ら
長
久
保
赤
水
顕
彰
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

当
時
、
馬
場
章
元
教
授
の
研
究
室
に
い
た
施

井
泰
平
さ
ん
が
、
ス
タ
ー
ト
バ
ー
ン
㈱
を
東
大

の
産
学
協
同
プ
ラ
ザ
内
に
立
ち
上
げ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
に
お
願
い
を
し
て
開
設
。
長
久
保
赤

水
の
業
績
を
英
語
訳
し
て
、
世
界
中
に
そ
の
情

報
発
信
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

同
じ
く
二
〇
一
七
年
一
月
に
、『
マ
ン
ガ
長

久
保
赤
水
の
一
生　

付
赤
水
先
生
為
学
入
門

抄
・
志
学
警
』を
発
行
し
ま
し
た
。こ
ち
ら
に
は
、

懸
賞
金
十
万
円
で
感
想
文
の
募
集
を
開
始
し
ま

JR 高萩駅前の赤水像
作：日本芸術院会員能島征二氏 /

 茨城文化団体連合副会長
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し
た
。
公
募
ガ
イ
ド
な
ど
で
、
全
国
に
向
け
て

募
集
し
た
結
果
、
す
ぐ
に
、
全
国
の
若
者
た
ち

か
ら
、「
懸
賞
金
が
欲
し
い
の
で
マ
ン
ガ
を
送
っ

て
」
と
注
文
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
世
界
中
に
情
報
発
信
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
開
設
の
成
果
は
、
数
ヶ
月
後
に
韓
国
テ

レ
ビ
の
取
材
が
入
り
ま
し
た
。
島
根
県
竹
島
に

対
す
る
取
材
で
し
た
。「
外
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
赤
水
図
は
、
長
久
保
赤

水
が
亡
く
な
っ
た
後
の
地
図
だ
」
と
い
う
こ
と

で
、
日
本
国
内
の
資
料
を
調
査
・
撮
影
し
た
後

に
高
萩
市
に
取
材
に
来
ま
し
た
。
結
果
と
し
て

は
韓
国
国
内
で
は
放
送
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
取
材
を
受
け
た
時
に
、
島
根
大
の
舩
杉

力
修
准
教
授
に
相
談
す
る
と
「
外
務
省
と
内
閣

官
房
の
領
土
・
主
権
対
策
企
画
室
に
連
絡
し
た

方
が
良
い
」
と
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

外
務
省
か
ら
は
、
全
く
連
絡
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
内
閣
官
房
か
ら
は
直
ぐ
に
、

二
〇
一
七
年
五
月
の
長
久
保
赤
水
顕
彰
会
総
会

に
職
員
が
内
密
に
来
訪
し
ま
し
た
。

　

そ
の
職
員
に
長
久
保
赤
水
が
残
し
た
資
料
や

業
績
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
長
久
保

赤
水
顕
彰
会
と
内
閣
官
房
領
土
・
主
権
対
策
企

画
調
整
室
が
共
催
し
、
翌
、
二
〇
一
八
年
七
月

二
日
か
ら
八
月
四
日
ま
で
開
催
の
特
別
展
示

『
い
っ
た
い
何
者
？
江
戸
の
地
図
男
！
長
久
保

赤
水
展
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、
当

時
、日
比
谷
公
園
の
市
政
会
館
に
あ
っ
た
領
土
・

主
権
展
示
館
（
現
在
は
虎
ノ
門
に
移
転
）
で
多

く
の
方
々
が
訪
れ
、
長
久
保
赤
水
の
偉
業
に
触

れ
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
り
ま
し
た
。同
時
に
、

楽
し
い
漫
画
教
室
も
開
催
し
ま
し
た
。

二
〇
一
九
年
の

　
　
　

国
の
重
要
文
化
財
指
定
を
直
訴

　

二
〇
一
八
年
七
月
二
日
『
い
っ
た
い
何
者
？

江
戸
の
地
図
男
！
長
久
保
赤
水
展
』
の
初
日
に

展
示
会
オ
ー
プ
ン
記
念
式
典
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
あ
り
、
当
時
の
福
井
照
・
内
閣
府
特
命
領
土

問
題
担
当
大
臣
と
と
も
に
参
加
、
冷
や
汗
を
か

き
な
が
ら
挨
拶
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
約
四
十

分
、
福
井
大
臣
に
赤
水
先
生
の
業
績
を
説
明
し

ま
し
た
が
、
眼
光
の
鋭
い
Ｓ
Ｐ
に
囲
ま
れ
な
が

ら
で
し
た
。

　

説
明
終
了
後
、
福
井
大
臣
は
、
記
者
団
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
伊
能
忠
敬
し
か
、
実
は
知
ら

な
か
っ
た
。
今
回
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
天
涯
孤
独
で
も
と
農
民
。
勉
強
し
て
勉

強
し
て
、
日
本
地
図
を
作
り
上
げ
た
と
い
う
赤

水
の
遺
徳
に
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
、

光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
誰
で
も
手
に
で
き
る
地
図
、
正
確
な
緯

度
、
経
度
、
或
い
は
、
道
路
、
鉄
道
を
記
す
、

多
く
の
人
の
た
め
の
地
図
。
当
た
り
前
で
す
け

れ
ど
、
こ
れ
だ
け
苦
労
し
な
け
れ
ば
、
正
確
に

は
作
れ
な
い
時
代
が
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
明
治
維
新
を
成
し
遂
げ
た

百
五
十
年
前
、
今
年
、
明
治
百
五
十
年
で
す
け

れ
ど
も
、
維
新
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
の
は
、

こ
の
赤
水
の
地
図
を
も
と
に
、
日
本
中
を
歩
い

て
日
本
を
知
り
、
そ
し
て
、
世
界
の
皆
さ
ん
の

お
話
を
し
た
。

　

そ
の
事
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
独
立
し
た

と
い
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
意

味
で
も
、
ぜ
ひ
、
こ
の
展
示
館
を
訪
れ
て
、
感

じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い

ま
す
。

中央は福井照大臣（当時）・右が筆者
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こ
の
時
代
か
ら
自
分
で
情
報
を
集
め
て
一
人

で
日
本
の
領
土
を
確
定
し
た
と
い
う
事
は
、
正

に
、
国
と
し
て
、
も
っ
と
も
っ
と
顕
彰
し
な
い

と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
を
き
っ
か
け
に
、
こ
の
展
示
館
だ
け
で

な
く
、
も
っ
と
幅
広
く
全
国
で
近
し
く
見
て
い

た
だ
く
よ
う
な
事
も
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

福
井
大
臣
に
は
、「
二
〇
一
九
年
に
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
し
て
い
た
だ
け
る
と
、

二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
に
、
実

際
の
生
の
赤
水
資
料
を
都
内
の
博
物
館
で
展
示

し
て
、
世
界
中
か
ら
来
る
多
く
の
外
国
の
人
た

ち
に
も
見
て
い
た
だ
け
る
の
で
、
ぜ
ひ
、
国
指

定
を
お
願
い
し
た
い
」
と
直
訴
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
日
、
副
大
臣
や
内
閣
政
務
官
・
審

議
官
・
参
事
官
な
ど
に
も
説
明
し
ま
し
た
。
こ

の
時
も
、
同
じ
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
二
〇
一
九
年
四
月
か
ら
文
化

庁
の
国
の
重
要
文
化
財
指
定
の
調
査
が
長
久
保

赤
水
資
料
を
所
蔵
し
て
い
る
高
萩
市
歴
史
民
俗

資
料
館
で
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
庁
に
よ
る
国
の
重
要
文
化
財

　
　
　

指
定
に
向
け
た
調
査
が
始
ま
る

　

は
じ
め
に
、
文
化
庁
の
調
査
官
か
ら
は
「
資

料
の
所
有
者
が
多
い
の
で
、
一
つ
に
ま
と
め
て

欲
し
い
。
資
料
の
一
括
指
定
が
、
今
回
の
重
要

文
化
財
指
定
の
前
提
で
す
」
と
い
う
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
す
で
に
、
高
萩
市
に
長
久
保
赤

水
関
係
資
料
を
寄
贈
さ
れ
て
い
た
ご
子
孫
に
続

い
て
、
長
久
保
赤
水
顕
彰
会
が
所
蔵
し
て
い
た

二
二
九
点
全
て
を
高
萩
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

長
久
保
赤
水
顕
彰
会
副
会
長
の
横
山
功
氏
を
は

じ
め
、
ご
子
孫
や
個
人
の
皆
様
方
の
ご
厚
意
で

高
萩
市
に
次
々
と
赤
水
資
料
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
二
〇
二
〇
年
九
月
三
十
日
に
、

赤
水
の
関
係
資
料
六
九
三
点
が
国
の
重
要
文
化

財
に
一
括
指
定
さ
れ
ま
し
た

　

国
の
重
要
文
化
財
指
定
に
伴
い
、
例
年
、
東

京
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
て
い
た
国
民
へ
の

周
知
を
目
的
と
し
た
展
示
会
は
、
残
念
な
が
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
伴
い
中
止
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
一

年
延
期
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
国
の
重
要
文
化
財
指
定
の
効
果
は

絶
大
で
、
共
同
通
信
社
を
は
じ
め
と
す
る
た
く

さ
ん
の
マ
ス
コ
ミ
な
ど
が
、
長
久
保
赤
水
の
多

様
な
業
績
を
発
信
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
令
和
三
年
か
ら
教
科
書
と
参
考

書
に
も
、
長
久
保
赤
水
と
赤
水
が
製
作
し
た
地

図
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
は
、
こ
れ
だ
け
で
な
く

長
久
保
赤
水
顕
彰
会
総
会
や

講
演
会
な
ど
予
定
し
た
事
業

も
全
て
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
理
事
の
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
新
た
な
動
画
制
作
とY

ouT
ube

で
の
配
信
に
取
り
組
み
、
現
在
、
多
く
の
映
像

を
配
信
中
で
す
。
お
陰
様
で
、
共
同
通
信
社
で

長久保赤水顕彰会が発行した書籍など

右の映画
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も
独
自
に
動
画
を
配

信
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
た
い

限
り
で
す
。

　

高
萩
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
国
の
重
要
文
化

財
指
定
を
受
け
て
、
和
泉
元
彌
さ
ん
が
主
演
す

る
映
画
『
そ
の
先
を
往
け
！
日
本
地
図
の
先
駆

者　

長
久
保
赤
水
』
が
製
作
さ
れ
、
一
般
へ
の

上
映
会
を
経
て
、
現
在
、Y

ouT
ube

で
映
画

を
配
信
中
で
す
。

　

ま
た
、
教
科
書
掲
載
に
伴
い
、
中
学
校
の
先

生
方
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
こ
の
時
、
ま
ず
映
画
のY

ouT
ube

版
を

紹
介
し
て
、
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の

次
に
、
長
久
保
赤
水
顕
彰
会
の
動
画
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
最
後

に
、
そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
る

マ
ン
ガ
や
絵
本
、
書
簡
集
な
ど
を
読
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
一
人
で

も
多
く
の
国
民
の
皆
様
方
に
、
伊
能
忠
敬
よ
り

も
四
十
二
年
前
に
日
本
地
図
を
製
作
し
た
長
久

保
赤
水
の
偉
大
な
業
績
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

長
久
保
赤
水
の
名
に
込
め
た
意
志
と
考
え
方

　
「
黄
帝
、
赤
水
の
北
に
遊
び
、
崑
崙
（
こ
ん

ろ
ん
）
の
丘
に
登
っ
て
、
而
し
て
南
望
し
て
還

帰
し
、
其
の
玄
珠
（
げ
ん
し
ゅ
）
を
遺
せ
り
。」

こ
れ
は
長
久
保
赤
水
が
尊
敬
す
る
荘
子
の
著
書

『
荘
子（
そ
う
じ
）』外
篇
・
天
地
篇
・
象
罔（
し
ょ

う
も
う
）
の
一
節
で
す
。

　
「
昔
、
皇
帝
が
赤
水
（
中
国
の
赤
水
河
）
の

北
方
を
旅
し
、
崑
崙
の
丘
に
登
っ
て
南
方
を
望

み
見
て
か
ら
帰
っ
て
き
た
が
、
そ
の
玄
珠
（
黒

い
珠
玉
）
を
見
失
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。」

（
玄
珠
を
失
う
＝
道
に
迷
う
。
玄
珠
は
自
然
の

道
の
象
徴
）。

　

赤
水
の
時
代
の
資
料
を
顕
彰
し
て
い
る
と
、

ひ
と
り
の
人
物
に
、
実
に
多
く
の
呼
称
が
あ
っ

て
混
乱
し
ま
す
。当
時
は
、《
本
名（
諱
い
み
な
）》

の
他
に
《
通
称
》
や
元
服
（
成
人
）
後
に
名
乗

る
《
字
》（
本
人
の
好
み
や
目
上
の
人
が
徳
な

ど
考
慮
し
て
名
づ
け
た
尊
称
）、《
号
》（
呼
び
名
、

雅
名
）
な
ど
が
あ
り
、
元
服
の
節
目
や
身
分
が

変
わ
っ
た
時
な
ど
を
機
に
名
前
を
変
え
て
い
ま

し
た
。

　

赤
水
は
、
五
十
一
歳
の
長
崎
紀
行
後
の
手
紙

の
中
で
、
尊
敬
し
て
い
た
荘
子
の
天
地
篇
か
ら

引
用
し
、本
名
の
守
道
を
玄
珠（
は
る
た
か
）に
、

字
を
伯
義
か
ら
子
玉
（
し
ぎ
ょ
く
）、
号
を
赤

水
に
改
め
て
い
ま
す
。
そ
の
赤
水
は
、
翌
年
、

五
十
二
歳
で
水
戸
藩
郷
士
格
と
な
り
ま
し
た
。

先
の
荘
子
の
寓
話
に
は
続
き
が
あ
り
、
見
失
っ

た
玄
珠
を
探
す
の
で
す
が
、
知
識
（
理
性
）
あ

る
者
や
、
視
力
（
感
性
）
の
優
れ
た
者
、
弁
が

立
つ
（
情
報
力
に
優
れ
た
）
者
に
次
々
と
探
さ

せ
た
が
探
せ
ず
、
最
後
に
少
し
ぼ
ん
や
り
し
た

（
無
心
無
欲
の
）
者
に
尋
ね
る
と
い
と
も
簡
単

に
見
つ
け
た
。
こ
の
時
皇
帝
は
、「
他
の
者
と

は
異
な
り
、身
を
以
て
道
を
得
て
い
る
」と
語
っ

た
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

視
力
が
優
れ
る
が
故
に
色
に
惑
わ
さ
れ
、
博

識
に
な
れ
ば
名
誉
欲
に
惑
わ
さ
れ
る
、
言
葉
巧

に
な
れ
ば
口
が
わ
ざ
わ
い
と
な
り
肝
心
な
心
を

損
な
う
。
見
え
る
ま
ま
、
あ
る
が
ま
ま
に
自
然

の
法
則
に
身
を
任
せ
、
先
を
争
う
事
な
く
無
心

で
い
る
こ
と
で
あ
る
べ
き
道
を
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
寓
話
は
教
え
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

長
久
保
赤
水
の
名
に
込
め
た
意
志
と
考
え
方

か
ら
学
び
、
長
久
保
赤
水
顕
彰
会
も
そ
の
志
を

軸
に
置
い
て
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
展
開
し
て
参

り
ま
し
た
。
今
後
も
そ
の
意
志
と
偉
業
を
後
世

に
伝
え
、
国
の
財
産
と
な
っ

た
資
料
を
基
に
更
な
る
顕
彰

活
動
を
展
開
し
て
行
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

祝・重文指定

ホームページ




